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だより
Ｎｏ．３０３　
議会広報委員会

議 会

（
第
一
部
）

　
「
ひ
と
を
動
か
し
、
ま
ち
を
動

か
す
」
を
演
題
で
高
野
誠
鮮
氏
を

講
師
に
迎
え
、
７
月
５
日
に
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
研

修
を
行
っ
た
。
高
野
氏
に
つ
い
て

は
ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
食
べ
さ
せ

た
男
と
し
て
、ま
た
、ド
ラ
マ
「
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
村
」
の
ス
ー
パ
ー
公

務
員
の
モ
デ
ル
と
し
て
有
名
で
あ

り
、
講
演
は
ド
ラ
マ
モ
デ
ル
と

な
っ
た
戦
略
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

　

石
川
県
羽
咋
市
神
子
原
地
区
は

人
口
４
５
９
人
、
市
全
体
で
は

２
万
３
千
人
程
で
、
神
子
原
地
区

は
高
齢
化
率
54
％
、
過
疎
高
齢
化

の
対
策
・
活
性
化
に
予
算
60
万
円

で
挑
ん
だ
。

　

思
考
パ
タ
ー
ン
を
変
え
て
い
く
。

組
織
を
大
事
に
す
る
人
は
組
織
し

か
残
せ
な
い
。
何
も
し
な
い
人
は

失
敗
も
し
な
い
な
ど
動
く
人
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
ま
た
、
相
談
者

と
し
て
聞
い
て
は
い
け
な
い
人
の

例
と
し
て
、
真
っ
先
に
失
敗
し
た

時
の
事
を
言
い
出
す
人
、
経
験
も

な
い
の
に
知
っ
て
い
る
だ
け
の
人
、

論
議
だ
け
の
人
を
上
げ
て
い
た
。

農
業
生
産
収
入
が
87
万
円
の
地
区

の
米
に
①
付
加
価
値
を
付
け
て
販

売
す
る
。
②
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
自

分
達
で
販
売
す
る
。
③
人
を
集
め

る
な
ど
の
努
力
を
続
け
る
。
ま
た
、

人
、
町
、
市
、
県
、
国
の
中
で
一

番
小
さ
な
単
位
は
人
で
あ
り
、
人

を
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

や
る
気
を
持
た
せ
動
か
し
、
そ
し

て
、
ま
ち
を
動
か
す
こ
と
が
必
要

で
、
如
何
に
人
を
奮
い
立
た
せ
る

か
だ
。

  

北
竜
町
で
も
米
は
同
様
に
対
応

し
て
い
る
か
と
思
う
が
、
よ
り
今

以
上
に
、
付
加
価
値
の
上
乗
せ
を

願
う
。
基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
れ

ば
、
基
幹
産
業
従
事
者
が
潤
お
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
多
く
の
産
業
が
頑
張
れ
る
よ
う

な
北
竜
町
を
願
い
た
い
。

      

（
広
報
特
別
委
員
会　

藤
井
）

■
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会　

７
月
５
日

（
第
二
部
）

　

「
日
本
の
行
方
～
政
局
・
政
治

展
望
」
と
題
し
、
日
本
テ
レ
ビ
系

「
そ
こ
ま
で
言
っ
て
委
員
会
」
で

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

東
京
新
聞
・
中
日
新
聞
論
説
副
主

幹
の
長
谷
川
幸
洋
氏
が
講
演
を
行

っ
た
。

　

今
後
の
日
本
に
と
っ
て
中
東
・

ア
ジ
ア
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
為

に
も
中
国
と
の
関
係
が
キ
ー
と
な

る
と
述
べ
、
世
界
的
に
以
前
ま
で

の
「
平
和
と
繁
栄
」
の
共
存
主
義

か
ら
「
自
国
縄
張
り
論
」
が
主
流

と
な
り
、
政
府
は
よ
り
一
層
日
米

同
盟
の
強
化
を
図
っ
て
行
く
だ
ろ

う
と
も
述
べ
た
。
ま
た
、
憲
法
改

正
に
も
触
れ
「
す
べ
き
だ
が
出
来

な
い
だ
ろ
う
」と
見
解
を
述
べ「
政

治
家
・
議
員
は
出
来
る
事
を
少
し

ず
つ
や
る
べ
き
」
と
持
論
を
展
開

し
た
。

    

（
広
報
特
別
委
員
会　

北
島
）
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７
月
19
日
沼
田
町
に
於
い
て
、

北
空
知
議
長
連
絡
協
議
会
主
催
の

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
に
帝
京
大
学
経
済
学
部
地

域
経
済
学
科
教
授
、
自
治
大
学
校

客
員
教
授
の
内
貴
滋
氏
に
よ
る

「
地
方
自
治
の
母
国
に
負
け
な
い

日
本
の
地
方
議
会
の
役
割
」
と
題

し
て
講
演
を
受
け
た
。内
貴
氏
は
、

「
一
村
一
品
運
動
」、「
ふ
る
さ
と

創
生
１
億
円
事
業
」
を
企
画
、
立

案
し
た
立
場
か
ら
そ
の
実
績
等
を

紹
介
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
の
地
方

自
治
と
日
本
の
地
方
自
治
を
比
較

し
な
が
ら
、
議
会
の
役
割
、
あ
り

方
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、「
最
後

に
ど
の
自
治
体
も
国
の
各
省
に
負

け
な
い
気
概
を
持
っ
て
取
り
組
む

時
だ
と
思
う
。」
と
締
め
く
く
ら

れ
た
。

　　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

小
松
）

　

■
空
知
町
村
議
会
議
員
研
修
会　
　

７
月
26
日

■
北
空
知
議
員
研
修
会　
　
　
　
　

７
月
19
日

　

７
月
26
日
新
十
津
川
町
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
、
北
海

道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
准
教

授
、
岸
邦
宏
氏
よ
り
「
こ
れ
か
ら

の
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
を
考

え
る
」
と
題
し
て
の
講
演
で
あ
る
。

　

地
方
都
市
の
実
情
は
、
路
線
バ

ス
の
赤
字
や
自
家
用
車
の
利
用
、

利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
も
多
く
の

住
民
は
利
用
し
て
く
れ
な
い
中
で
、

①
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
、
②
モ

ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
過
度

に
自
動
車
に
頼
る
状
態
か
ら
公
共

交
通
等
を
使
う
方
向
へ
と
自
発
的

に
促
す
こ
と
）、
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
（
自
治
体
・
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
運
行
す
る
）、
④
デ
マ

ン
ド
バ
ス
（
乗
客
の
要
望
に
応
じ

て
運
行
す
る
。
乗
車
定
員
11
名
以

上
）・
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
乗
車
定

員
10
名
以
下
）
な
ど
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

住
民
の
生
活
を
ど
う
し
た
い
の

か
、
地
方
都
市
の
将
来
像
を
ど
う

考
え
る
か
、
公
共
交
通
と
ま
ち
づ

く
り
の
連
携
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

指
す
と
こ
ろ
は
公
共
交
通
を
通
じ

た
人
々
の
交
流
で
あ
り
、
公
共
交

通
の
整
備
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

地
元
の
人
た
ち
と
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

交
通
と
は
、
①
人
の
移
動
、
②

も
の
の
移
動
、
③
情
報
の
移
動
で

あ
り
、
目
的
地
が
あ
っ
て
初
め
て

移
動
し
、
公
共
交
通
は
目
的
地
で

は
な
い
。
あ
る
地
域
で
は
最
近
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
フ
ェ
が
単
な
る
飲
食
の
場
で

は
な
く
、
地
域
の
人
々
の
「
た
ま

り
場
」・「
居
場
所
」
と
な
り
、人
々

の
交
流
拠
点
（
バ
ス
を
待
つ
間
の

交
流
の
場
）
と
し
て
、
大
切
に
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
問
題
は
、
今
後

増
々
小
さ
な
町
で
も
大
き
な
問
題

（
課
題
）
と
な
る
だ
け
に
意
義
あ

る
講
演
で
あ
っ
た
。

　

  

（
広
報
特
別
委
員
会　

佐
光
）

 

定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
　

第
３
回
定
例
会
は

　
　

９
月
14
日
～
16
日

              

の
予
定
で
す
。
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６
月
に
議
長
の
代
理
で
陸
上
自

衛
隊
第
２
師
団
創
立
66
周
年
、
旭

川
駐
屯
地
開
設
64
周
年
の
記
念
行

事
に
出
席
し
た
。
観
閲
式
に
続
い

て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
に
よ
る
空
挺
降
下
、
観
閲
行

進
で
は
勇
壮
な
隊
員
、
各
種
特
殊

車
両
、
け
た
た
ま
し
い
音
を
た
て

て
走
行
す
る
戦
車
、
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
に
よ
る
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛

行
と
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
見
る
光

景
に
改
め
て
感
動
す
る
と
と
も

に
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る
知
識
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
こ
れ
を

期
に
若
干
調
べ
て
み
た
。
陸
上
自

衛
隊
は
日
本
を
５
つ
の
方
面
隊
に

分
け
、
北
海
道
は
北
部
方
面
隊
と

し
て
北
の
防
人
を
担
っ
て
い
る
。

そ
の
５
方
面
隊
を
更
に
10
師
団
に

分
け
、
第
２
（
旭
川
）
第
７
（
千

歳
）師
団
が
北
海
道
に
配
置
さ
れ
、

さ
ら
に
駐
屯
地
と
い
う
形
で
道
内

各
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
国
内

で
の
度
重
な
る
災
害
派
遣
、
世
界

か
ら
は
各
国
地
域
の
紛
争
解
決
の

為
に
日
本
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
る
中
で
、
命
懸
け
で
崇
高
な
使

命
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊

員
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

              

（
小
松　

正
美
）

　


